
概要：高硫酸化コンドロイチン硫酸／デルマタン硫酸（SChS/DS）はGlcA/
IdoA-‐GalNAcの二糖繰り返し単位に2個以上の硫酸基が結合した多糖で、プ
ロテオグリカン糖鎖として種々の生物機能と関連することが知られている。
SChS/DSの生合成に必要な硫酸転移酵素にはGalNAc4S-‐6STとUA2OSTがあ
る。今回は次の項目について話す予定。（１）GalNAc4S-‐6STとUA2OSTの特異

性。（２）GalNAc4S-‐6STの阻害剤。（３）酵素的に合成したSChS/DSの機能。
（４）GalNAc4S-‐6STノックアウトマウスの骨髄細胞から分化したBMMC。（５）
IdoA-‐GalNAc(4,6-‐SO4)という構造を持つデコリン、ビグリカンのマウス肝臓に
おける存在。（６）GalNAc4S-‐6STノックアウトマウスにおける肝繊維化の解析。
（７）高硫酸化コンドロイチン硫酸の機能に関する文献。	
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